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「材料ミクロ組織」―「材料・溶接部特性」―「構造性能」をインタラ
クティブに結ぶための階層間の損傷・破壊メカニズムを解明し、数理
モデリングを通じたデジタルツイン性能予測手法を構築することで、

• 材料特性を活かす合理的な構造性能・構造健全性保証のためのシミュ
レーションベース設計

• あらゆる環境下・実働下での損傷・破壊を制御した先進材料 / 先進
溶接・接合部構造設計

• マルチ特性バランスに優れた材料組織のヘテロ構造特性指導原理の
提示

への応用展開を図っている。

溶接構造・製品の性能規定設計、構造材料設計・評価、健全性評価・維持管理分野

材料特性と溶接構造性能をつなぐ
デジタルツイン構築
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＃損傷・破壊メカニズム ＃数理破壊モデリング ＃デジタルツイン ＃溶接・接合構造
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[1] 特願2022-049137「プラズマ生成装置」
[2] 特許第7253729号(P7253729)「ガス生成方法およびエッ

チング装置」
[3] T. Nomura, H. Kakiuchi and H. Ohmi, J. Appl. Phys. 

133, 163301 (2023)

•  高密度プラズマによりユビキタスなガス（水素、酸素、窒素、
水）を活性化し、種々の金属、半導体などの材料を合成、機
能化するプロセスを開発しています。

• 無毒・廉価な原料を用いて、シリコン、シリコンカーバイド、
ダイヤモンド、ゲルマニウムなどの薄膜を材料ロスなく低温
合成することができます。

• 有毒な薬品や極度の高温を必要とせず、水素、窒素、水を用
いて種々の金属を加工・成膜することに成功しています。

• 高密度プラズマの照射により出現する種々のナノ構造を用い
プラズモン励起材料や接合技術の開発を行っています。

高密度非平衡プラズマ
●●薄薄膜膜合合成成 ●●機機能能ガガスス生生成成

●●金金属属加加工工・・成成膜膜●●ナナノノ構構造造創創成成
HH22ププララズズママジジェェッットト

発電・蓄電デバイス分野、薄膜・材料関連、製造装置

高密度プラズマを用いた材料プロセスの開発
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＃高密度プラズマ ＃太陽電池 ＃接合 ＃表面活性化 ＃薄膜合成
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